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動物由来感染症とワンヘルスを巡る世界と⽇本の動向について
村⽥がお話しします
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講演内容
1. 動物由来感染症とは︖

a. 野⽣動物の感染症問題
b. エボラ出⾎熱と環境問題
c. 新興感染症（EID）と⼈間活動

2. One Healthとは︖
a. One Healthの歴史的背景
b. 動物の絶滅と成⻑の限界
c. 保全⽣物学と保全医学の誕⽣
d. マンハッタン原則
e. One Healthと国内外における連携

3. 野⽣動物衛⽣（Wildlife Health）とは︖
a. 先進国の取り組みと⽇本との⽐較

4. One Healthの実現可能性︖
a. ⽣物多様性保全の経済的価値
b. 惑星を守る

今回は、このスライドにお⽰しした項⽬に沿って、説明してゆきた
いと思います
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 ヒトと動物との間で伝播する感染症
1. ヒトで流⾏する感染症の60%はズーノーシス（ヒトと動物の共通感染症）
2. ズーノーシスは通常双⽅向性
3. 新興感染症（エボラ・HIV・インフルエンザ）の75%は動物由来
4. 毎年ヒトの間で新たに発⽣している５つの病気のうち３つが動物由来
5. バイオテロリストが使⽤可能な病原体のうち80%がヒトと動物との間で共通

野⽣動物由来感染症とは︖

⼈と動物の共通感染症
（ズーノーシス） 新興感染症（EID）

バイオテロ

3/5が動物由来

まず、野⽣動物由来感染症について解説します
簡単に⾔うと、野⽣動物由来感染症とは動物の病原体がヒトへ感染
して発症する病気の総称つまり⼈と動物の共通感染症、英語では
ズーノーシスです
ヒトや家畜との間で双⽅向に伝播することもあります
ヒトで流⾏する感染症の60%がズーノーシスです
また、新たにヒトへ伝播し⼤流⾏をもたらした動物の病原体による
感染症、たとえばエボラ出⾎熱・HIV・インフルエンザなどは新興感
染症（EID）と呼ばれ、その75%がズーノーシスです
毎年ヒトの間で新たに発⽣している５つの病気のうち３つが動物由
来です
そしてバイオテロリストが使⽤可能な病原体のうち80%がヒトと動
物との間で共通です
最後のバイオテロは、オーム真理教による炭そ菌ばら撒き未遂事件
以降、⽇本では余り注⽬されていませんが、アメリカやヨーロッパ
では現在進⾏形の重要問題になっています
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エボラ出⾎熱（EID）のパンデミック

 2014年に⻄アフリカで発⽣し中央アフリカで⼤流⾏（パンデミック）
 現在も感染は終息していない

WHO: Ebola virus disease – Democratic Republic of the 
Congo 2020
https://www.who.int/csr/don/05-december-2019-ebola-drc/en/

Nicastri et al, Infect Dis Clinics North America 2019

EIDとしてよく知られている野⽣動物由来感染症のひとつがエボラ出
⾎熱です
2014年に⻄アフリカのコンゴ、シエラレオネ、ナイジェリアなどで
⼤流⾏し、現在も終息していません
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エボラ出⾎熱の⾃然宿主と感染環

コウモリが⾃然宿主

コウモリから他の野⽣動物へ

ヒトからヒトへ

ヒトと野⽣動物の接点

https://www.cdc.gov/vhf/ebola/about.html

エボラ出⾎熱ウイルスの⾃然宿主はコウモリだと考えられています
そのウイルスが変異し、何らかの経路で他の野⽣動物へ感染し、さ
らにヒトへと伝播してアフリカ各地の⼈々の間で⼤流⾏しました
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開発とEID（新興感染症）

エボラ出⾎熱ウイルス（フィロウイルス科）

森林地帯の開発によりヒトと野⽣動物と
の接触機会（間接的/⾮間接的）が増加

中でもブッシュミートの問題は⼤

ガーナにおける森林伐採
開発現場における⾷料供給のために野⽣動物⾁が売買

野⽣動物⾁（ブッシュミート）⼊⼿のために狩猟された霊⻑類

http://www.loopcayman.com/content/post-ebola-west-africans-flock-back-bush-meat-risk-0

https://www.healthline.com/health/ebola-hemorrhagic-fever

https://rainforests.mongabay.com/0813c.htm

https://qz.com/africa/1609397/rainforest-in-ghana-dr-congo-brazil-colombia-rapidly-depleting/

アフリカにおけるエボラ出⾎熱のヒトへの感染には、開発が⼤きく
関わっています
現在、アフリカのみならず東南アジアや南⽶のジャングル奥地でも、
開発のために多くの⼈間が⼊り込んで⽣活しています
そこにおける⾷料確保の⼿段のひとつとして、⾝近に⽣息する野⽣
動物が捕獲され⾁として⾷べたり販売されたりしています
その動物⾁すなわちブッシュミートを介して、本来野⽣動物の間で
保持されていた病原体がヒトへ伝播し⼤流⾏をもたらす危険性があ
るのです
また、ブッシュミートを得るために、東南アジア、南⽶に⽣息する
霊⻑類の個体数は⼤きく減少しています
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ブッシュミートと狩猟採集⽂化
捕って⾷べる対象が希少⽣物であるとか、類⼈猿であると

かということは、本質的な問題ではない。より本質的な問
題は、商品化した野⽣動物を⾷べるという⾏為が、新たな
社会システムが⽣み出した⽭盾であるという⼀点にある。
そのことを忘れてアフリカ⼈の⾷⽂化を⾮難するのではな
く、あらたな調和に何が求められるのかを探るべきである。

朝倉世界地理講座 12 －⼤地と⼈間の物語－
類⼈猿保護政策と地域住⺠

－カメルーンからガボン、コンゴ共和国の事例から－
三⾕雅純（2008）

ただし、短絡的にブッシュミートを⾷べる現地の⼈たちを批判する
のは間違っていると思います
ゴリラの研究者である知⼈が、かつて書いた⽂章をスライドに⽰し
ました
本質的な問題や責任は、個⼈にではなく社会システムの⽭盾にある
と書かれています
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 致死率の⾼い（平均50%、最⼤90%）ウイルス感染症
 世界的な⼤流⾏（パンデミック）が危惧されている
 映画「アウトブレイク」（1995年公開）

アフリカだけの問題か︖

https://www.nbcnews.com/storyline/ebola-virus-outbreak/slum-residents-loot-ebola-clinic-liberia-n182681

エボラ出⾎熱は、アフリカで⼤流⾏していますが、決してアフリカ
だけの問題ではありません
現在も、この感染症が世界へ広がることが危惧されています
そうなると映画の「アウトブレイク」で描かれたような悲惨な状況
が起こりかねません
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⼤規模農場・牧場・
⼯場・住宅の開発

野⽣動物の⽣息環境
悪化・断⽚化・消失

EIDの拡⼤原因

Loh et al. 2015 Vector Borne Zoonotic Dis

⼤規模森林伐採
10 Things You Need to Know About Deforestation
https://www.inc.com/maureen-kline/10-things-you-need-to-know-about-deforestation.html

改
変
に
よ
る
影
響

国際交通網の発達

⼟地利⽤の変化

ブッシュミート

⾷料産業の変化

農業産業の変化

医療産業の変化

戦争や紛争

気候や天候

⼈⼝学的要因や
⼈間活動

その他
公衆衛⽣の低下

先程、ブッシュミートの問題は社会システムの⽭盾にあると述べま
した
EIDの原因になっているブッシュミート問題以外にも、多くの社会経
済的な歪み（ひずみ）が関わっています
とくに⼤きな原因が⼟地利⽤の変化です
ブッシュミートとも関係していますが、野⽣動物本来の⽣息地を開
発することが、ヒトと野⽣動物の接触機会（インターフェイス）を
増して、その結果、感染症が伝播する機会を多くしているのです
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EIDと⽇本⼈の⽣活
他国の話ではないEID拡⼤要因への関与

• EIDの原因となる野⽣動物の⽣息環境破壊は⽇本⼈の⽣活にも深く
関係している

• パーム油農場がある東南アジアで野⽣動物とヒトの接触機会が増加
している

• スマホの電池等に使われているレアメタルはアフリカ奥地で採掘さ
れたもの

アフリカ奥地で採取されたタルタンや
コバルトなどのレアメタルはスマホや
ノートPCの電池として使われている

⾝近な家庭⽤品や⾷品に使われているパーム油は東南アジアの熱帯
⾬林を開発した農場から採取されている https://www.wwf.or.jp/activities/basicinfo/2484.html

https://www.agora.universite-paris-saclay.fr/death-road-coltan/ https://akermann.bg/Passive%20Comp%20-%20EN.html https://jpiccp.wordpress.com/2015/03/01/the-curse-of-coltan/

https://news.mongabay.com/2013/07/hunting-logging-could-threaten-long-term-health-of-congo-forests-by-wiping-out-key-animals/

EIDの原因となる野⽣動物の⽣息環境破壊は私たちの⽣活や経済にも
深く関わっています
⾝近にある家庭⽤品や⾷品に使われているパーム油は、東南アジア
の熱帯⾬林を開発した⼤規模農場で得られたものです
スマホやノートパソコンの電池に使われているレアメタルは、アフ
リカのジャングルを開発した奥地から採掘されたものです
野⽣動物が保有する病原体の伝播が海外で起こっていることに対し
、⽇本⼈にも責任があるのは間違いありません
私たちのライフスタイルを考え直す必要があると思っています
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EIDと私たちの⾝近な関係
対岸の⽕事ではないEID

• 世界中に張り巡らされた交通網（⾶⾏経路）で数⽇以内
に国内侵⼊する可能性

• EIDは国内外の経済に⼤きな影響を与える

 世界の主要空港と⾶⾏経路および1⽇の利⽤者数（Hufnagel et al. PNAS, 2004）

発達した交通網を通じて、アフリカや東南アジアで地域的流⾏した
感染症が数⽇以内に国内侵⼊する可能性もあります
そして、新型コロナウイルス感染症のように、国内外の経済に⼤き
な影響を与えるのです
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講演内容
1. 動物由来感染症とは︖

a. 野⽣動物の感染症問題
b. エボラ出⾎熱と環境問題
c. 新興感染症（EID）と⼈間活動

2. One Healthとは︖
a. One Healthの歴史的背景
b. 動物の絶滅と成⻑の限界
c. 保全⽣物学と保全医学の誕⽣
d. マンハッタン原則
e. One Healthと国内外における連携

3. 野⽣動物衛⽣（Wildlife Health）とは︖
a. 先進国の取り組みと⽇本との⽐較

4. One Healthの実現可能性︖
a. ⽣物多様性保全の経済的価値
b. 惑星を守る

つぎに、EIDの予防にもつながる One Health についてお話します
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ヒトと動物と⽣態系の最適な健康のための協働的な取り組
み（地域的・国家的・全地球的な取り組み）
One Health is "the collaborative effort of multiple disciplines ̶ working 
locally, nationally and globally ̶ to attain optimal health for people, 
animals and the environment.“

⽣態学的健康（Ecological Health/EcoHealth）の別称

One Healthとは︖

ひとつの健康

Daszak et al, Science 2000
村⽥, ⽇本獣医師会誌 2009

The One Health European Joint Programme
https://onehealthejp.eu/about/

One Healthとは、ヒトと動物と⽣態系の健康のための多⽅⾯にわた
る協働的な取り組みを意味しています
⽣態学的健康と呼ばれることもありますが、ヒトを含む⽣物と環境
によって構成される⽣態系（Ecosystem）が健全でなければ、すべ
ての⽣物が⽣存できないことを表しています
One Health のロゴとしてよく知られているのは、左側の３つの輪の
重なりですが、実は、この３つが右の図の周囲に記されているよう
な多くの社会問題とどのように関係しているのか︖、ということは
余り考慮されていません
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単にヒトや家畜の健康を守る
ためだけの

概念ではない！

すなわち、One Health で重要な点は、単にヒトや家畜の健康を守る
ためだけの概念ではないということです
環境や社会や経済や政治など多様な分野と関わっています
それを如何に有機的に連携させるのかが重要なのです
このことを、知っておいていただきたいと思います
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One Health の歴史的背景 1
ヒトと野⽣動物が⾝近であった時代

• 有史以前の洞窟画で知る動物観
• 古代エジプトの動物神（多神教）
• 古代ギリシャ時代

 ヒポクラテス
病気の発⽣要因として「空気・⽔・場所」の３つの関わりを重視

 アリストテレス
動物誌（ヨーロッパにおける博物学の基盤）

• ⽇本の動物観
 ⼟着の信仰＆思想

⼋百万の神々（⾃然物を神格化）
カムイ（⾃然に宿る霊的存在 ⇒ 神の語源︖）
動物変異譚

安珍・清姫伝説、狐憑き etc.
思想家

宮沢賢治（イーハトーブ）
⽯牟礼道⼦（「のさり」︓天からの授かり
もの） etc.

https://hokkaidofan.com/201406bear01/

動物神名でキムンカムイと呼ばれるヒグマ
年齢や性質により異なる名称がある
イヌイットの世界と類似

つぎに、One Health の歴史的背景について少しだけ触れておきたい
と思います
有史以前からヒトと野⽣動物は密接に関係していました
その関係性は、フランスや東南アジアなどの洞窟画に残されていま
す
古代エジプトやギリシャ時代に⾄っても、そのような動物観は引き
継がれていました
⽇本においても、⼋百万（やおよろず）の神々に対する⼟着信仰が
ありますし、各⼟地における固有⽂化を深く⼼に刻んだ知識⼈も少
なくありません
どちらかというと、⽇本⼈の⽅が One Health の本来的概念を受け
⼊れやすいのではないかと感じています
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One Health の歴史的背景 2
技術や学術が専⾨化した時代の警鐘

• 動物とヒトの衛⽣に関する共通性を指摘
 ルドルフ・ウイルヒョウ（1821〜1902年）

病理学者
「動物とヒトの医学の間に境界はないし、あるべきでない。それぞれ
の⽬的は違っていても、そこから得られる経験は医学の基礎となる」

 カルビン・シュワーベ（1927〜2006年）
獣医疫学者
著書の中で ”One Medicine” の⽤語を使った

 ホロウィッツ＆バウアーズ
⼼臓病学者＆ジャーナリスト
汎動物学（ZOOBIQUITY）（2012年〜）
A（Aristotelēs） to Z（Zoobiquity）

Rudolf Ludwig Karl Virchow
(1821-1902)

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/pdf/10.1111/j.1365-2141.2008.07323.x

Calvin W. Schwabe 
(1927–2006)

https://wwwnc.cdc.gov/eid/article/17/12/11-0484_article

https://cvmbs.source.colostate.edu/zoobiquity -color ado-conference-human-animal -health/ Barbara Natterson-Horowitz Kathryn Bowers

近代以降、専⾨化が進んでゆく医学分野で、動物とヒトの衛⽣を別
個に扱うことに警鐘を与えた専⾨家は少なくなりません
たとえば、病理学者として著名なウイルヒョウや獣医疫学者のシュ
ワーベなどが挙げられます
最近では、⼼臓病学者のホロウィッツが類似の考え⽅を「汎動物学
（ZOOBIQUITY）」として提唱しています
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One Health の歴史的背景 3
環境問題が顕著となった時代

• 産業⾰命（18世紀後半〜）
 ⼿⼯業に替わる機械発明や蒸気機関に伴う⽯炭利⽤などの技術⾰新とエ

ネルギー⾰命 ⇒ 気候変動
• ⽇本の公害問題（1950〜1960年代）

 ４⼤産業公害（⽔俣病・新潟⽔俣病・イタイイタイ病・四⽇市ぜんそ
く）・カミネ油症事件・ヒ素ミルク事件など

• ⽣物多様性に関する条約（⽣物多様性条約, 1993年発効）
 ⽣物多様性条約第10回締約国会議（COP10）

戦略計画2011-2020の世界⽬標
愛知⽬標（愛知県名古屋市開催にちなみ名称）

国連条約事務局の評価︓全20項⽬で達成ゼロ（2020年）
• SDGs（2015年〜）

 Sustainable Development Goals（持続可能な開発⽬標）
国連サミットで採択（2015年9⽉）
17項の⽬標

⽇本の達成度は世界で17位（2020年）

One Health がとくに問題視している歴史的背景としては、産業⾰命
以降に起こった環境問題があります
地球温暖化は、イギリスでの産業⾰命の後で急速になったと⾔われ
ています
⽇本では1950年頃から環境問題としての公害が、多くの⼈々を苦し
めマスコミの話題ともなりました
そして現在、世界的に⽣物多様性保全やSDGsなどによる持続可能な
発展が求められています
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 1750年代から速度が増し
ている種の絶滅

 産業⾰命の始まりとの深い
関係

 現在も絶滅は進⾏

過去370年間に絶滅した動物たち

 過去500年間に869種の⽣物を絶滅に追いやった
 現在32,000種が絶滅の危機にある （IUCN）

https://www.shutterstock.com/ja/image-vector/global-environmental-problems-biodiversiry-loss-infographic-1171801702

「⽣物の保護はなぜ必要か―バイオダイバシティ(⽣物の多様性)という考え⽅」（1994）

先程も述べたとおり、近代における野⽣動物の⼤量絶滅は1700年代
から起こっています
この時期が、産業⾰命が始まった時期とリンクし、現在も産業と種
の絶滅との関係は続いているのです



地球史上6度⽬の⼤量絶滅期

Wake & Vredenburg PNAS 2008

縮⼩したカエルの分布域

 両⽣類の世界的な
⼤量絶滅について
報告した論⽂

 Elizabeth Kolbert 著
（2014年）

 論⽂を元にして⽣物種
の⼤量絶滅と⼈間との
関係を記した⼀般書

 ピューリッツァー賞を
受賞（2015年）

 地質年代で新⼈世（ア
ントロポセン）と名称

そして現代は、地球史上6度⽬の⼤量絶滅期にあると⾔われています
その絶滅は⾃然現象ではなく、主に⼈間活動によるため、地質年代
では新⼈世（ひとしんせい︓アントロポセン）と呼ばれるほどです
とくにカエルの絶滅から、⼈間が野⽣動物の⼤量絶滅に与える影響
が問題視されるようになりました
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 ローマクラブ（Club of Rome）
• スイスに本部のある⺠間シンクタンク（1968年にローマで設⽴）
• 世界の科学者・経済⼈・教育者等の学識経験者（賢⼈）100名で構成

 経済成⻑に対する警鐘
• 現在のまま⼈⼝増加や環境破壊が続けば資源の枯渇や環境の悪化によって

100年以内に⼈類の成⻑は限界に達する（現在残された期間は52年）
• 破局を回避するためには地球資源が無限であることを前提とした従来型の

経済観を⾒直し世界的な均衡を⽬指す必要がある

Meadows et al. (1972)
邦訳「成⻑の限界」

成⻑の限界

https://www.smithsonianmag.com/science-nature/looking-back-on-the-limits-of-growth-125269840/

若い⽅々はご存知ないかもしれませんが、1970年初頭に「成⻑の限
界（The Limits to Growth）」というタイトルの本が出版され話題
になりました
60年代に順調に成⻑していた経済には限界があると多くの知識⼈が
共同で注意喚起した内容です
1972年に発刊されたこの書によると、限界に達する時が100年以内
とされています
その当時から換算すると、残りはあと52年しかありません



保全⽣物学の誕⽣
保全⽣物学（Conservation Biology）の定義

• ⽣物界とその⽣物多様性を研究し保全しようとする分野
( Primack, 2004年)

保全⽣物学の歴史
• 原⽣⾃然の保護か持続的利⽤（sustainable use）かの論

争（1970年代）
• 積極的に管理しなければ⾃然を残せなくなった状況

（1980年〜）
• 保全⽣物学会（Society for Conservation Biology）

の設⽴（1985年）
• ⽣態学者や⽣物学者による⽣物多様性保全を

⽬標とした社会的活動の展開（1990年代〜）

1986年創刊の学会誌

多くの⾃然系の科学者や研究者にとって、社会問題はほとんど無関
⼼の分野でした
しかし、⾃分たちが研究対象としている⾃然や野⽣動物に⼈間活動
が⼤きな影響を及ぼしていることが明らかとなり、問題解決に⽴ち
向かわざるを得なくなりました
そして、1970年から1980年代にかけて、環境保全のための⽣物学
が⼤きく展開を⾒せます
この当時に、「⽣物多様性」という⽤語が誕⽣しています
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保全医学の誕⽣
保全医学（Conservation Medicine）

• 野⽣⽣物保全のための獣医学および医学
保全医学の定義

• 保全医学の概念はヒトの健康、動物の健康、
⽣態系の健康の関係（結節点）を意味する

Conceptually, conservation medicine is at the nexus of 
the fields of human health, animal health, and 
ecosystem health（Tabor, 2002）.  ※ nexus: 
relationship

保全医学の専⾨書出版
• 『保全医学︓⽣態学的健康の実際』

“Conservation Medicine: Ecological Health in Practice: 
the proceeding of the first meeting” published by Oxford 
University Press (2002) 

ヒト・動物・環境の健康を
表した３つのサークルデザ
インが⼤きな影響を与えた

その⽣物多様性を保全するための医学領域として「保全医学」が
2000年初頭に誕⽣しました
保全医学は、ヒトの健康、動物の健康、⽣態系の健康の相互関係を
意味します
個々の病気を対象にしても根本治療にならないこと、そして⽣態系
が健全でなければ個々の健康は成⽴しないことが認識されたのです
実は、この新たな学問領域が One Health の誕⽣と深く関わってい
ます
専⾨書として出版された本の表紙に描かれた３つの輪が、多くの
⼈々にインパクトを与えました
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保全医学の⽬標

Aguirre et al. 2002

保全医学が⽬標とするところは、さまざまな要因が関連して影響し
合っている⽣物多様性の保全です
すべての存在の要（かなめ）とも⾔えます
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国際シンポジウム
WCS（野⽣⽣物保全協会）主催

• “One World, One Health”: Building Interdisciplinary 
Bridges to Health in a Globalized World（グローバル
化した世界で健康に対する学際的な架け橋を築く）

• 2004年9⽉24⽇にロックフェラー⼤学で開催
• WCS（野⽣⽣物保全協会・元ニューヨーク動物学協会）

主催
• “One World, One Health”が

商標登録ため”One Health”の⽤語
が普及︖

• 『マンハッタン原則』の採択

http://www.oneworldonehealth.org/sept2004/owoh_sept04.html

保全医学の書が出版されてから2年後の2004年、ニューヨークの
ロックフェラー⼤学で ”One World, One Health” という会議が開
かれます
副題は「グローバル化した世界で健康に対する学際的な架け橋を築
く」です
これは先に紹介した、学際的連携の必要性を訴えた保全医学が基盤
になっています
この会議には、医学関係者だけではなく、WHO、FAO, IUCN など
の国際機関や政府の関係者、そしてCDC、USDA、USGS などの公
衆衛⽣の関係者などが多数参加しました
そして、会議の最終⽇に12項⽬からなる「マンハッタン原則」が採
択されました
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マンハッタン原則
Manhattan Principles（2004年）

• 感染症予防のための総合的アプローチを確⽴し、ヒト・
家畜・野⽣動物、そして⼈類の⽣存を根底から⽀えてい
る⽣物多様性を保全するために提⾔された12項⽬

1. ⼈・家畜・動物の健康は⼀体であり、感染症は⾷料・経済・⽣物多様性にも脅威であると認識する。
2. ⼟地・⽔の利⽤の決定は健康に実際に影響を及ぼすと認識する。その認識不⾜は⽣態系の許容⼒の低減と感

染症の出現・拡散をもたらす。
3. 動物の健康科学を⼈の疾病対策に組み⼊れる。
4. 公衆衛⽣は環境保護に有効であると認識する。
5. 新興・再興感染症の予防・制御対策は、適応型・総合的・前向きに企画する。
6. 感染症対策の策定時に、⽣物多様性の保全と⼈のニーズ（家畜の健康を含む）との完全統合を検討する。
7. 感染症の出現・拡散のリスク低減のため、⽣きている野⽣動物・その⾁類の国際取引需要を削減し管理する。
8. 感染症制御のための⾃然状態の野⽣⽣物種の⼤量捕殺は国際的・学際的・科学的な合意のあるときに限る。
9. 新興・再興感染症による⼈・家畜・動物に対する脅威の深刻さに応じて、世界の⼈・動物の健康のための投

資を増やす。
10. 世界の健康と⽣物多機性の保全のため多様な主体による国際協⼒関係を構築する。
11. 感染症早期警戒態勢の確⽴に向けて世界野⽣動物健康監視ネットワークへの⼗分な資材と⽀援を提供する。
12. 健全な地球環境に向けて健康と⽣態系の⼀体性に関する理解を促進するため、世界の⼈びとへの教育・啓発

および政策過程への働き掛けに対して投資する。

地球・⼈間環境フォーラム
https://www.gef.or.jp/globalnet202007/globalnet202007-14/

http://www.oneworldonehealth.org/

マンハッタン原則は、会議が開催されたニューヨークのマンハッタ
ンの地名によります
12の項⽬からなっています
⽇本語訳は、いくつかのウエブサイトで紹介されていますので参考
にしてください
でも、多少ニュアンスが異なるため、One Health, One World のHPをご覧にな
られた⽅が良いかもしれません
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One Health の国際連携
国際機関の認識共有

• International Ministerial Conference on Avian and 
Pandemic Influenza, エジプト（2008年)

• 120か国 26の国際機関が参加（WHO, FAO, OIE, World 
Bankなど）

国際機関の連携
• 三者同盟の締結
 The basis of the FAO-OIE-WHO Tripartite Alliance

（2010年）
 UNEP joins three international

organizations (OIE-FAO-WHO)               in expert 
panel to improve One Health
(2020年)

WHO
https://www.who.int/zoonoses/concept-note/en/

マンハッタン原則が提案されて以降、One Health を⽬的とした国際
機関同⼠の連携が次々に⾏われています
⿃インフルエンザを対象とした会議には、世界銀⾏（IMF）も参加し
ています
2010年には、FAO、OIE, WHOが三者同盟を締結しました
今年、2020年にはUNEP（国連環境計画）がこれら３つの国際機関
とジョイントしています
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One Health の国内連携
⽇本獣医師会と⽇本医師会の連携

• “One Health”の理念の下に医師と獣医師が協⼒すること
を⽬的とした「覚書」締結（2012年）

• 2016年に福岡開催の第2回世界獣医師会で宣⾔
• 福岡宣⾔

1. 医師と獣医師は、⼈と動物の共通感染症予防のための情報交換を促進し、協⼒
関係を強化するとともに、その研究体制の整備に向け、⼀層の連携・協⼒を図
る。

2. 医師と獣医師は、⼈と動物の医療において重要な抗菌薬の責任ある使⽤のため、
協⼒関係を強化する。

3. 医師と獣医師は、"One Health"の概念の理解と実践を含む医学教育及び獣医学
教育の改善・整備を図る活動を⽀援する。

4. 医師と獣医師は、健康で安全な社会の構築に係る全ての課題解決のために両者
の交流を促進し、協⼒関係を強化する。

2016年11⽉11⽇

薬剤耐性菌や⼀部のズーノーシスや公衆衛⽣の問題（厚労省+農⽔省管轄）に⽌
まっている点が歪めない
もっと⼤きな概念と思考の検討が必要

国内でも、海外と同様に医師会と獣医師会が One Health の理念の
下で連携しています
2016年に福岡で開催された世界獣医師会では、４つのアピール⽂が
採択されました
ただ、One Health の対象が薬剤耐性菌問題や⼀部のズーノーシスな
どに絞られているのが気になります
これまで述べてきたように、One Health は地球環境保全を含めた
もっと⼤きな概念であることが、まだ⼗分に理解されていないよう
です
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講演内容
1. 動物由来感染症とは︖

a. 野⽣動物の感染症問題
b. エボラ出⾎熱と環境問題
c. 新興感染症（EID）と⼈間活動

2. One Healthとは︖
a. One Healthの歴史的背景
b. 動物の絶滅と成⻑の限界
c. 保全⽣物学と保全医学の誕⽣
d. マンハッタン原則
e. One Healthと国内外における連携

3. 野⽣動物衛⽣（Wildlife Health）とは︖
a. 先進国の取り組みと⽇本との⽐較

4. One Healthの実現可能性︖
a. ⽣物多様性保全の経済的価値
b. 惑星を守る

つぎに、One Health の要のひとつである野⽣動物衛⽣について解説
し、⽇本の現状にも少し触れておきます
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野⽣動物衛⽣とは︖
野⽣動物衛⽣（Wildlife Health）とは、単に病気の有無だ

けではなく、変化する環境の中で野⽣⽣物が⽣き延びられ
る状態を⽬的とする
• 繁栄し回復⼒のある野⽣⽣物の個体群を含む健全な環境は⼈間の

健康と社会経済（Socioeconomic）の健全性の基盤である
• 『環境－野⽣⽣物ー⼈間の健康』は相互に関連しており、密接に

影響し合っている
• 野⽣⽣物は、世界中で発⽣している新興感染症の多くの原因と

なっていると考えられており、病気、気候変動、環境汚染などは、
⽣物多様性、公衆衛⽣、経済に影響を与え続けている

• 前例のない環境変化の時代にあって、野⽣⽣物の健康を守ること
はますます重要になっている

by Biodiversity Research Institute
http://www.briloon.org/wildlifehealth#:~:text=%E2%80%9CWildlife%20Health%E2%80%9D%20is%20more%20than,thrive%20in%20a%20changing%20environment

衛⽣（Hygine）とは、病気予防や清潔を保つことによる健康増進を
意味しています
野⽣動物衛⽣（Wildlife Health）に対しても同様で、単に病気の有
無だけではなく、悪化する環境の中で如何に健全な状態で彼らを⽣
存させるかを⽬的としています
野⽣動物が健全にくらせる環境は、ヒトの健康や社会経済
（Socioeconomic）の健全性と切っても切れない関係にあります
それはコロナ禍で、私たちが深く認識したことだと思います
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野⽣動物衛⽣の⽇⽶⽐較
北⽶

• 野⽣動物は公共財産であり管理に政府が責任を持つ
• 野⽣動物衛⽣に直接の法や規則はないが、州と連邦政府

は野⽣動物に責任を持ち、その中には野⽣動物の衛⽣も
含まれると解釈

• 国⽴野⽣⽣物衛⽣研究所（NWHC）
⽇本

• 野⽣動物は公共財産と明記されていない
• 野⽣動物衛⽣に関しては法的根拠がない

根上（2010）

野⽣動物衛⽣の取り組みに関しては、国々の間でかなりな差異があ
ります
OIE（国際獣疫事務局）の会議に参加するたびに、先進諸国に対する
我が国の後れを痛感しています
まず、⾏政的に野⽣動物の病気に対して、⽇本ではどこの政府機関
が責任をもつのかが法的に明確ではありません
野⽣動物感染症に関する法的根拠がないためです
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CWD WNV AI rabies

ARS 研究

WS ○
サーベイラン

ス
サーベイラ

ンス
農業の衛生面の保護と促進、野生
動物被害の防止

NVSL
診断、調査、

教育
診断 家畜疾病と海外動物疾病の診断

NWRC 調査 ○
野生動物被害管理の調査研究、野
生動物の習性、農業や公衆安全に
かかわる情報の提供

USGS NWHC 診断、調査
診断、調

査
○  

NPS
採材、コント

ロール
採材

自然の保全、外来疾病の導入の阻
止

USFWS ○ 採材 ○
渡り鳥、絶滅危惧種、ある種の海生
哺乳類及び多権限がおよぶ魚類の
保全

PIADC 海外動物疾病の調査

CDC ○ ○ ○ ○ 公衆衛生

採材、コント
ロール

○ 採材 ○ 州の天然資源の管理と維持

診断 ○ 診断 診断

○ ○ 診断

州政府
(ウイスコ
ンシン州
の場合）

WDNR

WVDL

WDHFS

WSLH

 米国における衛生に係る行政機関 

機関の分類
各疾病に係る機能

目的・観点

連邦政府

USDA
APHIS

DOI

USHHS

北⽶の野⽣動物衛⽣関連機関

USDA︓農務省
DOI︓内務省
USHHS︓保健福祉省
ARS︓農業研究所
APHIS︓動植物検疫所
WS︓野⽣⽣物局

NVSL︓国⽴獣医研究所
NWRC︓国⽴野⽣動物研究所
USGS︓⽶国地質調査局
NPS︓国⽴公園局
USFWS︓⿂類野⽣⽣物局
NWHC︓国⽴野⽣動物衛⽣研究所

PIADC︓国⼟安全保障省の動物疾病センター
CDC︓疾病管理予防センター
WDNR︓ウイスコンシン州⽣物資源局
WVDL︓ウイスコンシン州獣医診断研究所
WDHFS︓ウイスコンシン州保健福祉局
WSLH︓ウイスコンシン州衛⽣研究所

根上（2010）

⼀⽅、野⽣動物衛⽣の先進国である北⽶では、この表に⽰したよう
に、ひとつの機関が責任を負うのではなく、関連各機関が連携し業
務分担しながら問題解決に努めています
かれらが野⽣動物の感染症に注意を払うのには理由があります
それが動物衛⽣のみならず国⺠の健康、さらには国家安全保障に係
ることを認識しているからです
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国家安全保障としてのEID監視
 感染症拡⼤の予知計画（PREDICT）

• USAID（⽶国国際開発庁）による野⽣動物と⼈の間を移
動するEIDの世界的早期警戒システム（2009年〜）

• ズーノーシスが最も発⽣しやすく宿主種が家畜や⼈⼝密
度の⾼い⼈間と⼤きな相互作⽤を持つ可能性が⾼い地域
に焦点を当てたリスク管理

• アマゾン地域・メキシコ・コンゴ盆地・江差平原・東南
アジアなどを対象

https://globalbiodefense.com/2020/02/04/shutdown-of-predict-infectious-disease-program-challenged-by-senators-warren-and-king/

⽶国国際開発庁（USAID）は、2009年からEIDの世界的早期警戒シ
ステムを開始しています
USAIDは1961年に設置されたアメリカ合衆国の⾮軍事的海外援助を
⾏う政府組織です
海外援助と謳っていますが、実際は、⾃国を守るための組織です
つまり、アメリカの社会や経済を守るために、ズーノーシスを世界
規模で監視しているのです
中国武漢（ウーハン）における新型コロナウイルス感染症の発⽣も、
このシステムで早期に検知していたようです
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 USAIDが関与したベトナムの野⽣動物市場調査（2014年）

6年前にUSAIDが調査したベトナムにおける野⽣動物市場の調査報告です
すでに彼らは、ズーノーシスの危険性が⾼い東南アジア地域における野⽣動物
市場の現状を把握していました



家畜伝染病予防法の改正
最終改正︓平成⼆三年六⽉三⽇法律第六⼀号
（監視伝染病の発⽣の状況等を把握するための検査等）
都道府県知事は、農林⽔産省令の定めるところにより、家畜以外の動物が
第⼆条第⼀項の表の上欄に掲げる伝染性疾病にかかり、⼜はかかつている
疑いがあることが発⾒された場合において、当該伝染性疾病が当該動物か
ら家畜に伝染するおそれがあると認めるときは、当該都道府県の職員に当
該動物についての当該伝染性疾病の発⽣の状況等を把握するための検査を
⾏わせることができる。
（伝染性疾病の病原体により汚染された場所の消毒等）
第⼗条 都道府県知事は、家畜以外の動物が第⼆条第⼀項の表の上欄に掲
げる伝染性疾病にかかつていることが発⾒された場合において、当該伝染
性疾病が当該動物から家畜に伝染するおそれが⾼いと認めるときは、家畜
伝染病の発⽣を予防するため必要な限度において、当該動物がいた場所⼜
はその死体があつた場所その他当該伝染性疾病の病原体により汚染し、⼜
は汚染したおそれがある場所⼜は物品を当該都道府県の職員に消毒させる
ことができる。

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/eisei/e_koutei/kaisei_kadenhou/kaiseir2.html

国内でも、省庁間の連携への道は開きつつあります
2010年に宮崎県で発⽣した⼝蹄疫を契機に、家畜伝染病予防法の⼀
部が改正され、家畜に影響を及ぼす野⽣動物への対応が容易になり
ました
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（厚⽣労働⼤⾂及び環境⼤⾂との関係）
第六⼗⼆条の三 農林⽔産⼤⾂は、第四条第⼆項に規定するもののほか、家畜から⼈に伝染
するおそれが⾼いと認められる家畜の伝染性疾病についてこの法律の規定による家畜の伝染
性疾病の発⽣の予防⼜はまん延の防⽌のための措置を講じようとする場合において、必要が
あると認めるときは、厚⽣労働⼤⾂に意⾒を求めることができる。
２ 厚⽣労働⼤⾂は、家畜から⼈に伝染するおそれが⾼いと認められる家畜の伝染性疾病の
発⽣⼜はまん延により国⺠の健康に影響を与えるおそれがあると認めるときは、この法律の
規定による家畜の伝染性疾病の発⽣の予防⼜はまん延の防⽌のための措置の実施に関し、農
林⽔産⼤⾂に意⾒を述べることができる。
３ 農林⽔産⼤⾂及び厚⽣労働⼤⾂は、前⼆項の規定の円滑な実施を図るため、相互に情報
⼜は資料を提供するものとする。
４ 農林⽔産⼤⾂は、第⼆条第⼀項の表の上欄に掲げる伝染性疾病が野⽣動物から家畜に伝
染するおそれが⾼いためこの法律の規定による家畜の伝染性疾病の発⽣の予防⼜はまん延の
防⽌のための措置を講じようとする場合において、必要があると認めるときは、環境⼤⾂に
意⾒を求め、⼜は野⽣動物の監視その他の必要な措置を講ずることを求めることができる。
５ 環境⼤⾂は、前項の伝染性疾病が野⽣動物から家畜に伝染するおそれが⾼いため家畜に
当該伝染性疾病の発⽣⼜はまん延のおそれがあると認めるときは、この法律の規定による家
畜の伝染性疾病の発⽣の予防⼜はまん延の防⽌のための措置の実施に関し、農林⽔産⼤⾂に
意⾒を述べることができる。
６ 農林⽔産⼤⾂及び環境⼤⾂は、前⼆項の規定の円滑な実施を図るため、相互に情報⼜は
資料を提供するものとする。

農⽔省と他省との連携

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/eisei/e_koutei/kaisei_kadenhou/kaiseir2.html

この改正では、省庁間の連携についても触れられています
しかし、野⽣動物衛⽣や One Health は、農⽔省や厚労省や環境省
だけが関係する課題ではありません
もっと広範な省庁が関わるべきものだと思います
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野⽣動物衛
⽣研究所

自然系の
NPO

獣医学系
大学

国立感染
症研究所

動物衛生
研究所

家畜保健
所

環境省自
然保護事

務所

自治体保
健所

自然系の
学会

動物検疫
所

 家畜と野⽣動物の衛⽣（農⽔省）
 公衆衛⽣・⾷の安全（厚労省）
 ⽣物多様性の保全（環境省）
 バイオセキュリティー（総務省）
 野⽣動物衛⽣教育（⽂科省）
 バイオテロ（経産省・外務省）

厚労省

農⽔省

国⽴野⽣⽣物衛⽣研究所構想

National Wildlife Health Center (NWHC)
https://www.usgs.gov/centers/nwhc

1975年設⽴

私は、保全医学がアメリカで提唱された20年近く前から、⽇本にも
アメリカにおける国⽴野⽣動物衛⽣研究所（NWHC）のようなもの
が必要だと訴え続けてきました
NWHCは、単に野⽣動物の病気を検査する施設ではなく、公衆衛⽣
や⽣物多様性保全、そして国のバイオセキュリリティーまで関わっ
ています
さらに、最近では⾃らの国だけではなくアフリカやアジア地域など
ともコラボレーションしています
国家戦略として位置付けているのだと思います



農⽔省

厚労省環境省
⽂科省

内閣府

関連学術団体
関連NPO

マスメディア etc.

外来⽣物法
（環境省）

種の保存法
（環境省）

⿃獣保護法
（環境省）

⽣物多様性基本法
（環境省）

⽣物多様性国家戦略
（環境省）

動物の愛護及び管理
に関する法律
（環境省）

家畜伝染病予防法
（農⽔省）

狂⽝病法
（農⽔省）

感染症の病原体を媒介す
るおそれのある動物の輸

⼊に関する規則
（農⽔省）

感染症法
（厚労省）

感染症の病原体を媒介する
おそれのある動物の輸⼊に

関する措置
（厚労省）

法と省庁と関連団体を結ぶ

獣医師法・医師法
（⽂科省）

環境教育
環境のための地球学習及び観測プログラム

（GLOBE）
（⽂科省） One Health は国家安全保障や国⼟計画とも深く関

係する課題

まずはネットワーク構築から

すぐには、アメリカのような専⾨機関を設⽴して野⽣動物衛⽣に係
る国策や⾏政を展開するのは難しいでしょう
でも、現状の法律とそれを管轄する各省庁を有機的に連携させ、さ
らに関連学術団体やNPOと協働して、動物衛⽣や One Health の事
業を⾏うことは可能だと考えています
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講演内容
1. 動物由来感染症とは︖

a. 野⽣動物の感染症問題
b. エボラ出⾎熱と環境問題
c. 新興感染症（EID）と⼈間活動

2. One Healthとは︖
a. One Healthの歴史的背景
b. 動物の絶滅と成⻑の限界
c. 保全⽣物学と保全医学の誕⽣
d. マンハッタン原則
e. One Healthと国内外における連携

3. 野⽣動物衛⽣（Wildlife Health）とは︖
a. 先進国の取り組みと⽇本との⽐較

4. One Healthの実現可能性︖
a. ⽣物多様性保全の経済的価値
b. 惑星を守る

最後に、One Health が、果たして国内において実現可能なのかどう
かについてお話したいと思います
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One Health の実現可能性︖
⾔うほど容易くはない One Health の実現

• 多種多様な社会経済的要因（Socioeconomics）
• 複雑で繊細な⽣態系（Ecosystem）
• 野⽣動物とヒトの共⽣/共存や⽣物多様性保全の課題

@九州森林管理局

@林野庁

戦後の拡⼤造林（40~50万ha/年）
とシカの増加とライム病の流⾏

⾥⼭の荒廃による⼈間とクマやイノ
シシやシカとの軋轢が増加

2018年1⽉8⽇付朝⽇新聞

etc.

コロナ禍の経験から、国際的な対応が急務となっています
その視点として One Health の概念が再び注⽬されているのです
しかし、国内において根源的な意味での One Health を達成するの
は容易なことではありません
幾度も述べますが One Health を達成するために必要な⽣物多様性
保全の重要性については、国内において未だ⼗分に理解されていな
いからです
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でも
実現しなければ

人類の存続が危ない！

でも、One Health が実現されなければ、私たち⼈類の⽣存⾃体が危
ないのです
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⽣物多様性保全の経済価値 1
新型コロナウイルス感染症による経済損失

• 年内に抑制できなければ世界全体で1,310兆円の損失
（三菱総研）

• 経済成⻑の鈍化により約3,000兆円/6年の損失（IMF）
⽣態系保全に必要な予算

• ⾃然保護区に対する350兆円/年の追加予算で世界経済
は改善できる（WYSS Campaign for Nature）https://wyss.harvard.edu/

https://www.mri.co.jp/knowledge/insight/ecooutlook/2020/dia6ou00000212i3-att/nr20200519pec_01.pdf

https://www.imf.org/en/Topics/imf-and-covid19/Policy-Responses-to-COVID-19

⼈類の存在⾃体が危ないことを具体的に理解してもらうためには、
⽣活と密接にかかわっている経済から説明するのが有効かもしれま
せん
つまり、⽣物多様性保全がいかに⼤きな経済価値をもっているのか
を知ってもらうことです
三菱総研は、新型コロナウイルス感染症が年内に抑制できなければ、
世界全体で1,310兆円の損失があると予測しました
国際通貨基⾦は、新型コロナウイルス感染症による経済成⻑の鈍化
により、今後6年間で約3,000兆円の損失があると予測しています
ハーバード⼤学にある研究機関は、⾃然保護区に対して年間350兆
円を予算化できれば、世界経済は改善できると提⾔しています
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⽣物多様性保全の経済価値 2
コウモリと殺⾍剤

• コウモリが⼀晩で採餌する昆⾍の匹数
1,000匹/時間、12,000匹/⼀晩、4.300万匹/年

• 蚊駆除のための医療経済価値
3,700〜5,700億円（北⽶での試算）

ミツバチと受粉
• ミツバチなどの昆⾍が持つ役割（花粉の媒介）
• 花粉媒介昆⾍の農業経済価値

24〜58兆円/年（北⽶での試算）

https://njaes.rutgers.edu/fs1270/ https://twitter.com/bayer4cropsus/status/1009435707834818561

⽣物多様性と経済との関係を⽰した例です
コロナ禍では敵視されているコウモリですが、⼀晩で蚊などの昆⾍
を12,000匹も⾷べています
さまざまな病気を媒介する蚊を駆除するために使われる殺⾍剤の役
割を毎晩果たしてくれているのです
ミツバチも、農業のために毎⽇無償で働いてくれています
これらの⽣き物が絶滅すれば、⾷料確保のために⼈類が受ける損害
は多⼤なものになるでしょう
というか、これらの⽣き物が絶滅する前に⼈類が先に絶滅している
かもしれません
本来は、野⽣動物の存在そのものに価値がある（⾮利⽤価値）
はずなのですが、⼈間は⾃らの利益にしか思いが⾄らない傾向にあ
ります
⾝近な⾃然や⾜元の環境を⾒詰め直し、健全な⽣態系を復元する最
期の機会かもしれないと思っています
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生物多様性保全ために
『惑星（Planet）』

という用語が使われている

最近、⽣物多様性保全のために「惑星（Planet）」という⽤語がよ
く使われます
進歩と貧困（1879年）、宇宙船地球号（1963年）やガイ
ア仮説（1969年）といった思想につながるものでしょう
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プラネタリーバウンダリー
 Planetary Boundary

• ⼈間活動が境界を超えてしまうと不可逆的な環境変化が
起こる危険性を定義した地球システムに関する概念

• 惑星限界とも呼ばれる
• ⽣物多様性の消失の影響が最も⼤きい

https://www.nature.com/articles/461472a
https://www.stockholmresilience.org/research/planetary-boundaries.html

2009年にプラネタリーバウンダリーという概念が提⽰されました
惑星（Planet）のひとつである地球上で、⼈間活動がある境界を超
えてしまうと、元には戻れない環境異変が起きる危険性を定義した
ものです
すでに、その境界を越えてしまったのが⽣物多様性だと考えられて
います
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⽣物多様性消失が⼈類に及ぼす影響Living Planet Report 2020

 1970年以降、世界規模の貿易、消費量そ
して⼈⼝などが増⼤して都市化が進んだ
結果、地球の陸域の75%が改変され、湿
地の85%が失われた

 1970〜2016年の間に、哺乳類・⿃類・
両⽣類・爬⾍類・⿂類の個体群が平均
68%も減少した

⾃然の回復は、野⽣⽣物だけではなく、
80億にも達する⼈類の未来にとって最重
要課題であるWWF の最新レポート 2020 https://www.wwf.or.jp/activities/activity/4402.html

今年、WWF（世界⾃然保護基⾦）が野⽣⽣物の現状を報告しました
ここでも「惑星」という⾔葉が使われています
この報告では、この50年間に動物の個体群が68%減少したことが指
摘されています
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新たな世界動物園⽔族館戦略

 危機的状況にある地球環境への対応（WAZA）
• 希少種保全・動物福祉 ⇒ ⽣物多様性保全・保全教育・環境続可能性社会へ

の貢献もしくは先導（動物園から社会を変える）

私たちの惑星（地球）を守る
持続戦略2020-2030

保全のための社会変⾰
保全教育戦略

https://www.waza.org/priorities/sustainability/the-waza-sustainability-strategy-2020-2030/

https://www.waza.org/wp-content/uploads/2020/11/WAZA-Sustainability-Strategy-2020-30-WITH-BLEED.pdf https://www.waza.org/wp-content/uploads/2020/10/10.06_WZACES_spreads_20mbFINAL.pdf

世界動物園⽔族館協会（WAZA）は、今年、これからの10年に向け
て新たな戦略を打ち出しました
ここでも「惑星」という⽤語が使われています
種保全や動物福祉よりも更に⼤きな動物園⽔族館の役割として地球
環境保全を世界へ向けて宣⾔したのです
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地球の半分を守らなければいけない
地球の半分: ⽣存のための惑星の闘い

Edward O. Wilson (1929〜）
昆⾍学者・社会⽣物学者

 2016年の著書（New York Times誌
ベストセラー）

⽣物多様性を保全するために地球表
⾯の半分を⼈間のいない⾃然保護区
に指定すれば地球環境は回復できる

https://www.half-earthproject.org/

社会⽣物学者として著名な E. O. Wilson も「惑星」という⾔葉を使
い、地球環境の半分を野⽣⽣物の保護区にすれば、⼈類も⽣き延び
られると述べています
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地球の30%を守ればなんとかなる
地球の30%を⾃然のために守れば経済利益がある

https://www.campaignfornature.org/protecting-30-of-the-planet-for-nature-economic-
analysis#:~:text=This%20new%20independent%20report%2C%20%E2%80%9CProtecting,to%20the%20nature%20conservation%20sector.

惑星の50%じゃなくて、30%を守ることでも、なんとか経済安定が
得られるという予測もあります
悲痛な叫びのように聞こえてきます
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賢明にならなければいけない
種保全のための『100年計画』（1980年）

• 希少種の将来的再導⼊を考える上で90%以上の遺伝的多
様性を保持しながら種を100年 or 10世代飼育し続ける

• ⼈間がより賢明になることが予想される期間（Dr. 
Ulysses S. Seal）於︓1998年世界動物園機構⼤会

• 残された期間は60年︕

Dr. Ulysses S. Seal (1930-2003)
⽣化学者＆保全⽣物学者

最後に、個⼈的に感銘を受けた逸話をお伝えして私の話を終わりた
いと思います
世界の動物園では、飼育下で希少種を保全するために、最低限90%
の遺伝的多様性を維持しながら、100年間にわたり個体群を飼育す
るという⽅針を1980年に⽴てました
100年という期間は、集団遺伝学的な計算に基づいたものです
でも、なぜ100年だろう︖と疑問に思い、1988年にこの計画を⽴案
したシール博⼠に尋ねてみました
その質問に対して博⼠は、「⼈間が今よりも賢くなる猶予期間だ
よ」とウインクしながら答えてくれました
1980年から100年後まで残り60年です
成⻑の限界が⽰されてから残り54年です
妙に年数が⼀致していますが、それまでに、私たちは地球環境保全
に対して賢明になれるでしょうか︖
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ご清聴ありがとうございました
Go To “One Health” 

情報発信をよろしくお願いします

ご清聴ありがとうございました
今⽇お集りのメディア関係の皆さまにお願いしたいのは、One 
Health の本来的概念を国内に広く発信していただきたいことです
⽣物多様性と⼈間との関わりについては、まず「知ること」そして
⾃らで「考えること」が⼤切だと思っています
よろしくお願いします
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WWFジャパン主催
メディア勉強会シリーズ「コロナ後の国際動向〜⽣物多様性とワンヘルス」
動物由来感染症とワンヘルスを巡る世界と⽇本の動向
2020年12⽉17⽇(⽊) 14︓00〜15︓30（オンライン）
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